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する．受講生は 1 年次に Processing および C 言語に
よるプログラミングの入門および基礎科目を受講し
ており，この演習では Java プログラミングを扱う．












































図 1 記名欄以外すべて空欄のメモ用紙 
 
 

































た 2014 年度と 2015 年度のメモ用紙および自習クイ
ズの使用状況を報告する． 
2013 年度は全 13 回の演習のうち，自習クイズ付














2014 年度は全 12 回の演習のうち，自習クイズ付
きのメモ用紙を使用したのは 10 回，それ以外の 2
回は記名欄のみが両面にあるメモ用紙(図 1)を使用
した．自習クイズ部分の使用状況および自習クイズ
以外の部分の使用状況は図 3 および図 4 の通りで
ある．いずれも横軸は演習の行われた日を表してお
り，0415 が 4/15，0422 が 4/22 を意味している．縦
軸には多く使用していた学生，少なく使用していた
学生，全く使用していない学生の人数比率を示して
いる．受講生は 40 名でメモ用紙提出率は約 99%で
ある．メモ用紙の運用方法等は前年度までとほぼ同
様であるが，自習クイズもメモ欄も全体的な使用率






図 3 自習クイズ使用状況(2014 年度) 
 
 
図 4 メモ用紙使用状況(2014 年度) 
 
2015 年度は全 11 回の演習すべてに自習クイズ付
きのメモ用紙を使用した．自習クイズ部分の使用状
況および自習クイズ以外の部分の使用状況は図 5

























図 5 自習クイズ使用状況(2015 年度) 
 
 





についてのアンケートを実施した(図 8，図 9，図 
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図 8 アンケート結果 1 
 
 
図 9 アンケート結果 2 
 
 







図 13 吹き出し形式の自習クイズ 1
 
 
図 14 吹き出し形式の自習クイズ 2
 
